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神戸大学でのJEITA関西講座

関西IT・ものづくり技術委員会／産学連携分科会では、 

会員各社よりエンジニアを大学に派遣して講義を行う

「JEITA関西講座」を、神戸大学と大阪大学の両大学院工

学研究科で継続実施しています。

例年、前期は神戸大学で実施します。特別講義Ⅱ「企

業における研究・開発の実際」の講義名で2006年度にス

タート、今年で18年目となりました（ 2013年度より関

西工学教育協会電気分科会と共同実施）。学生の皆さん

に「①産業界のものの考え方、仕事の進め方を知り、②

技術・研究開発と社会との関わりについて考え、③エレ

クトロニクス業界への興味・関心を深めてもらう」ことを

目的に、委員各社より第一線のエンジニアを派遣いただ

いています。今年度の講義は、4年ぶりに対面で次の通

り行われました。

　

各回90分の講義では、まず講師より会社と自らの紹

介を含めて50分程度の講演、続いて学生によるグルー

プワーク、最後に質疑応答が行われました。学生には毎

回、「講義で啓発された点」等のテーマでレポートが課

されます。

博士課程前期1年の8割を越える61名が受講。講義に

関する学生へのアンケートでは、95%から「とても有意

義」、「有意義」の回答が得られ、高く評価されました。

全講義が終了すると、学生は企業毎の担当グループに

分かれ、7月28日（金）あるいは8月4日（金）に各社を訪

問、講師に対して講義テーマに関するインタビューを行

い、さらにレポートを作成しました。

　

大学側からも高い評価を得ており、工学研究科HP

（http://www.eedept.kobe-u.ac.jp/edu/graduate.

html）で「特色のある科目」として紹介されています。

また、 各社の講師には毎年、 専攻長名による感謝状

が贈られています。

講義の様子
月 日 テーマ 担　当

5 12（金） 企業の研究と大学の研究の
相違について ローム（株）

19（金） 持続的な漁業の実現に向けた
漁海況予測技術の開発 古野電気（株）

26（金） 技術開発検討と産学連携
（共同研究・アライアンス） ニチコン（株）

6 2（金） 感染症対策プロジェクト
COVID-19との闘い （株）島津製作所

9（金） 長期環境変化に対する
技術開発の備え （株）村田製作所

16（金） 空調機の省媒量化・高性能化を支える
熱交換器技術の開発 三菱電機（株）

23（金） 若手研究者から見た企業での
研究開発

パナソニック
ホールディングス（株） 

30（金） 社会の音ソリューションの事例と
音づくりアプローチ TOA（株）
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